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Ⅰ 研究主題 

夢や目標を持ち、自立貢献する児童生徒の育成 

～小中９年間を見通したキャリア教育を通して～ 

Ⅱ 主題設定の理由 

１ 教育の今日的課題から 

急速に変化する予測困難な時代におい

て積極的にその変化と向き合い、生き抜い

ていく社会の担い手に必要な資質能力を育

成するため、「 社会に開かれた教育課程」の

実現をめざす学習指導要領は、令和３年度

全面実施となり、今年度で５年目となる。 

キャリア教育の理念は浸透しつつある

が、教育課程全体を通じて必要な資質・能

力を育成する取り組みは、引き続き重要で

ある。 

中学校学習指導要領総則では、 生徒が

学ぶことと自己の将来のつながりを見通

しながら、社会的・職業的自立に向けて必

要な基盤となる資質・能力を身につけてい

くことができるよう、特別活動を要としつ

つ各教科の特質に応じて、キャリア教育の

充実を図ること。その中で、生徒が自らの

生き方を考え主体的に進路を選択するこ

とができるよう、学校の教育活動全体を通

じ、組織的かつ計画的な進路指導を行うこ

と。」とされている。 

これまで仙北中学校区では、キャリア教

育を 進路指導」という狭義だけでなく、

特別活動の学級活動を中心として、 働く

こと」の指導や、県が設定する 総合生活

力」 人生設計力」の育成をそれぞれの発達

段階において計画的に行ってきた。 

また特別活動を要として、総合的な学習

の時間、学校行事、道徳科、各教科におけ

る学習、教育相談等、教育活動全体を通じ

て、必要な資質・能力を育成してきた。 

そこで、仙北中学校区の子ども達が 夢

や希望を持ち、自立貢献する児童生徒」と

なるために、各校がこれまで行ってきた教

育実践を、学習指導要領に基づき、 キャリ

ア教育」の視点から捉え直した。そして９

年間を見通しながら、特別活動を要として

学校教育活動全体の改善・充実を図るカリ

キュラム・マネジメントを実施することで、

仙北中学校区のキャリア教育がより充実

すると考え、この主題を設定した。 

２ 児童・生徒の実態 

仙北中学校区は、盛岡市南部に位置し、 

仙北小学校、向中野小学校、仙北中学校の 

３校からなる。 

仙北小学校は、伝統的な行事や地域行事

が多く、児童数はほぼ横ばいである。向中

野小学校は盛南開発事業の進展に伴い、商

業施設や新興住宅地の激増により、平成24

年４月に新設され、県内最大規模の小学校

となっている。向中野小学校卒業生の増加

に伴い、仙北中学校の生徒数も年々増加し、

近年は約700名の生徒が在籍し、県内最大

規模の中学校となっている。 

平成 30年度には、仙北小学校「・向中野小

学校・仙北中学校の３校において、 仙北中

学校区小中一貫教育学校公開研究会」が行

われ、三校が共同で研究を行った。 

各校の教育目標は、 豊かな心をもち、

自らを切り拓く子ども」（仙北小） 夢・努

力・優しさで笑顔あふれる未来を拓く子」
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(向中野小)「 自立貢献」（仙北中）となって

おり、各校が教育活動全体を通じて、計画

的にキャリア教育を実践している。 

Ⅲ 研究のねらい 

小中連携により、以下のことを重点的に取

り組む。 

１ キャリア教育の視点で、９年間の教育課

程を整理する。 

２ 特別活動を要とし、教科・領域等、それ

ぞれの発達段階に応じた体験活動を充実

させる。 

３ キャリア教育の視点で、小中交流活動を

充実させる。 

Ⅳ 研究の内容と方法 

 １ 研究の内容 

(1) 仙北中学校区の児童生徒の実態を踏ま

え、キャリア教育の視点を導入し、育て

たい子ども像と、各学年のキャリア教

育の重点事項及び児童生徒が身につけ

るべき資質能力の明確化 

(2) ９年間のキャリア教育全体計画の策定 

(3) キャリア教育の視点を位置づけた授業

実践交流の実施 

(4) キャリア教育の視点を踏まえた小中交

流事業及び体験活動の充実 

 ２ 研究の方法 

(1) 文献研究 

(2) 教員研修 

(3) キャリア教育全体計画・教育課程編成 

(4) 小中間の授業実践と交流活動 

(5) 調査研究 

Ⅴ 研究計画 

 １ １年次（令和６年度） 

(1) 組織の設置と会議 

 「「「「ア 推進委員会（校長部会・教育課程連

携部会・研究連携部会・生徒指導部

会・事務局）の設置 

   イ 推進委員会の開催 

(2) 児童生徒の意識調査と分析 

ア キャリア教育についてのアンケート 

調査の実施（７月・２月）と分析 

イ 県学調質問紙項目等の分析 

(3) キャリア教育についての教員研修 

ア 各校SL講座を活用した研修の実施 

イ キャリア教育の視点を踏まえた育て

たい子ども像の明確化 

(4) キャリア教育全体計画・年間指導計画

の見直し、改善 

ア ９年間の計画 

イ 総合生活力と人生設計力に共通す 

る計画 

(5) 授業等の実践交流 

ア「各校計画している校内研を活かした

参観・研究会への参加 

(6) 小中交流活動（生徒指導連携） 

(7) キャリアパスポート活用の充実 

ア キャリア教育の評価 

イ 家庭へ啓蒙活動 

(8) 体験活動の充実（キャリアの視点）「「 

(9) 文献研究 

２ ２年次（令和７年度） 

(1) キャリア教育推進委員会の開催 

(2) 児童生徒の意識調査の実施（９月）と

分析 

(3) キャリア教育全体計画・年間指導計画

の活用と改善 

(4) 授業等の実践交流 

ア「「中学校での小中交流研究会の実施 

イ 各校計画している校内研を活かした 

参観・研究会への参加 
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(5) 小中交流活動 

(6) キャリアパスポート活用の充実 

(7) 体験活動の充実(キャリア教育の視

点) 

(8) 研究のまとめ（発表） 

Ⅵ 研究の実際 

 １ キャリア教育についての教員研修 

(1) SL 講座による教員研修（向中野小） 

本研究に先行して、令和５年度に実施

したキャリア教育推進講座では、小中９

年間を見通したキャリア教育についての

ねらいや育成すべき能力、小中連携での

留意すべき点、各教科や活動との関連に

ついて研修を行った。 

これまでの教育活動をキャリア教育

の視点から再評価して、児童に身につけ

たい力とそれに伴う活動を具体的に検討

する必要性を確認した。また、児童の成

長を振り返るための適切な教師の評価

（教師の承認や声がけ）が、自己肯定感

を高めることを意識して児童の指導に当

たることが、キャリア教育の観点からも

重要であることを再確認した。 

(2) SL 講座による教員研修（仙北中） 

研究１年次には、中学校学習指導要領

におけるキャリア教育に関する研修を実

施した。生徒を対象としたキャリア教育

アンケート結果から、仙北中学校の生徒

は 夢や目標に向かって前向きに取り組

むことができる」ものの、自己肯定感や

周囲の事象への関心が低い傾向があるこ

とが明らかになった。これを踏まえ、教

育目標 自立貢献」の具現化をめざし、

キャリア教育の視点から ①目指すべき

生徒像②生徒につけさせたい力③どの場

面で、どのように育成するか」の３点に

ついて、グループ協議を実施し、その結

果を共有した。 

 自立貢献」を踏まえ、めざす生徒像が

より具体的に議論され、要とする特別活

動における学級活動はもちろんのこと、

学校行事、道徳科、各教科の授業におい

て、主体的・対話的で深い学びの実現か

ら、総合生活力・人生設計力が育成され

ることが期待される。「 何事にも前向きに

取り組み、広い視野を持って進んでいこ

うとする生徒」の育成のための具体の姿

を共有することができた。 

２ 児童生徒の意識調査と分析 

(1) キャリア教育アンケート実施時期と

項目について 

第１回調査は研究１年次令和６年 7月

に実施した。本調査は児童生徒の現状を

把握することを主目的として項目を設定

し、その結果をもとに、児童生徒が育成

を目指す理想的な子ども像について検討

することを目的とした。 

第２回調査は、研究１年次令和７年２

月に実施した。小学校との連携を考慮し、

中学校の項目を、小学校高学年に相当す

る内容に調整した。 

第３回調査は、研究２年次令和７年９

月に第２回調査と同一項目で実施した。 

第１回調査の項目および結果、第２回・

第３回調査の項目は以下の通りである。 

 

※尚、p.６からのアンケート項目の記

載は、変更後の項目及び項目番号（第２

回・第３回）によるものとする。 
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第１回 キャリア教育アンケート調査項目・結果（令和６年７月実施） 
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第２回・第３回 キャリア教育アンケート調査項目（令和７年２・９月実施） 
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(2) めざす子ども像に関わって

研究１年次令和６年７月実施第１回調

査では、児童生徒の目標とする姿に関す

る調査項目全般において、肯定回答の割

合が高かった。 

研究１年次令和７年２月実施第２回調

査では、自身の将来につながる項目⑫「 今

学校で勉強したり係活動をしたりしてい

ることが、自分の将来に役立つと考えて

生活していますか」、⑬「 夢や目標に向か

って、今やるべきことを考え努力してい

ますか」における肯定的回答の割合は、

小中全体で 90％前後という高い水準を

示しており、 何事にも前向きに取り組む」

児童生徒像が確認された。 

一方で、自己肯定感に関連する項目⑥

 自分にいいところがあると思いますか」

においては、学年が進むにつれて ４」

と回答した割合が 30％から 50％へと増

加したものの、 １」と回答した割合が約

10％の学年も存在した。また、社会への

関心に関連する項目⑭ 社会や周りの出

来事（ニュース）に関心を持って生活し

ていますか」においては、肯定的回答が

最も低い結果となった。 

これらの調査結果と中学校の教育目標

である 自立貢献」を踏まえ、 何事にも

前向きに取り組む」良さをさらに伸ばし

ながら、育成したい項目を盛り込み、め

ざす子ども像を 何事にも前向きに取り

組み、広い視野を持って進んでいこうと

する児童・生徒」と定義した。 

その上で、 自ら進んでよくあろうと

する」 苦手な事でも頑張ってやり遂げよ

うとする」 社会的な出来事に関心を持つ」

 自分の良さや興味関心を理解しようと

する」 他者と協力しながら自立し、社会

に貢献できる」といった具体の姿も、全

体計画へ盛り込むこととした。 

(3) 仙北小学校調査分析

ア 低学年

項目⑨，⑭を除く項目について、肯定

的回答は回を重ねるごとに増加傾向にあ

る。これは、学校全体で児童の行動を価

値付け、粘り強く指導した成果と考えら

れる。特に、項目②，⑤（ルールを守る

意識、責任感、協働の姿勢）の肯定的回

答は高い水準にある。 

項目⑨，⑭から学びの主体性や社会へ

の関心が伸び悩んでいる傾向が見られる。

成功体験や挑戦する機会を増やしていく

ことが必要と考えられる。 

イ 中高学年

4「 いつもしている」の割合は微減し

たものの、低学年と同様に項目②及び⑤

などの肯定的回答が 90％以上であった。 

項目⑥，⑧，⑩，⑫「（自己肯定感や粘

り強さ、失敗から学ぶ力）で肯定的回答

が低下。自分を厳しく見始めるなど、中

高学年の発達段階の影響が考えられる。

自分の頑張りを自覚できるような支援が

必要と考えられる。 
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ウ 全体を通して

表面的には、横ばいの項目が多いもの

の、「 低学年が伸び、高学年が停滞・減少」

という傾向が見られる。 4 いつもして

いる」は減少傾向にあり、 3 ときどき

している」が増加している。 

自己肯定感の向上、挑戦や失敗から学

ぶ力の育成、社会・ニュースへの関心の

向上は、継続して取り組む必要がある。 

結果のみを判断基準にするのではなく、

児童が挑戦する過程や努力の積み重ねを

適切に評価し、フィードバックを行うこ

とが重要である。 

(4) 向中野小学校調査分析

ア 低学年

すべての項目について、研究１年次令

和６年７月の段階から、自身の行動を肯

定的に捉えている。（肯定的回答 12項目

において90％以上、２項目において80％

以上を記録している） 

項目②，③，⑩，⑫に関しては、年度末

には自己肯定感が高まると考えられる。

しかしながら、進級し成長したことで、

目標を引き上げたため、肯定的回答が低

下したとも考えられる。 

 項目⑥に関して、自身の長所を認識す

る肯定的回答が低下した。これは、自分

の能力を客観的に評価する能力が向上し

たためと考えられる。自身の長所を認識

できる取組を継続し、振り返りの中で意

識づけを図りたい。 

項目⑨ 周りにきく、調べる」、⑪ 計

画を立てる」に課題が認められる。 

イ 中高学年

すべての項目について、研究１年次令

和６年 7月の段階から自身の行動を肯定

的に捉えている。（肯定的回答は、６項目

において90％以上、７項目において80％

以上を記録している） 

項目⑧において、減少した後、回復した。

これは、自身の長所を認識する能力が向

上したためと考えられる。 

 項目⑨、⑪は低学年と同じ傾向を示し

た。 

ウ 全体を通して

自分を客観的に見つめる力が育ったこ

とや進級等により、肯定的回答が低下し

たが、継続した取組や意識づけにより、

増減しながら高まっていくと考える。 

自ら計画を立て、見通しを持ち、主体

的に取り組む機会を意図的に設定し、意

識を高めることが重要である。 

(5) 仙北中学校調査分析

項目⑦，⑧，⑪，⑫など8項目におい

て、 1 ほとんどしていない」の割合が

減少した。授業、行事等を通して自覚を

高めた生徒数の増加が推測される。 

（⑦「-1P、⑧「-1P、⑪「-1.7P、⑫「-1.3P） 

全体的に、肯定的回答の割合が比較的

低い項目は⑥、⑧、⑪である。自己肯定

感を高める取組や、粘り強く取り組む姿

勢の育成は、今後も継続的に実施する必

要がある。  

肯定的回答において、10 項目が減少、

４項目はほぼ変化なしであった。減少傾

向の要因として、今年度の３学年の人数

が昨年度より少なかったことが考えられ

る。 
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(5) 第３回調査学年別比較分析

平均値をレダ-チャート「（下図参照）で

表すと、小学校中高学年と中学校全学年

において相関関係が見られた。 

ほぼすべての項目において、学年が上

がるに伴い、割合が高くなる傾向がみら

れた。項目①～⑤、⑩において、その関

係が顕著に現れた。学校生活の経験値や

自分の将来像が具体化してくるためと考

えられる。このことから、教師側がキャ

リア教育の視点をもって授業や行事を進

めることが重要であることを再認識した。 

また、小学校中高学年に比べ、中学校

１学年で割合が一度減少する項目は、⑥

～⑧，⑪～⑬である。これらは、生活や

環境が大きく変化するためと考えられる。

このことから小中連携の重要性が分かる。 

３ ９年間のキャリア教育全体計画の策定 

小中連携による９年間を見通したキャ

リア教育の全体計画を策定するにあたり、

児童生徒の発達段階に応じた目標設定と、

小・中学校間の連携を重視した。各校の教

員が本研究に対して共通理解を深め、児童

生徒の発達段階に応じた系統的・継続的な

指導内容を盛り込むことに留意した。 

はじめに、小・中学校それぞれのキャリ

ア教育の取り組みの現状と課題を小中教

員合同の研修や会議で共有し、基本方針と

目標を設定した。児童生徒に対して行った

アンケートをもとに実態を把握し、仙北中

学校区でめざす子ども像を明確にした。

（本紀要 p.３の２） 

次に、小・中学校９年間を見通したキャ

リア教育の基本方針を定めた。いわてのキ

ャリア教育で育成すべき能力（総合生活力

…確かな学力、豊かな心、すこやかな体、

人生設計力…社会を把握する能力、勤労

観・職業観、将来設計能力）を軸に検討し

た。また、発達段階（小学校低学年、中学

年、高学年、中学校）ごとに、キャリア発

達の目標を具体的に設定した。 

さらに、９年間の全体計画に基づき、各

校で取り組むキャリア教育の指導内容を

具体化するよう努めた。各教科、総合的な

学習の時間、特別活動（学級活動、児童会・

生徒会活動、学校行事）において、キャリ

ア教育に関連する単元や活動を整理した。

全体計画を作成することにより、各校で取

り組んでいる日常の授業、体験的な活動、

児童会・生徒会活動などの実践をキャリア

の視点で見つめ直すことを目指した。 
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４ 発達段階に応じた体験活動の充実 

(1) 特別活動を要とした体験活動

ア 仙北小学校

「すずかけの夢～ドリームプラン～」

児童の 総合生活力」（社会人・職業

人として自立して生きるために必要な

能力）、 人生設計力」（主体的に人生

設計を立て、進路を選択し、決定できる

能力）を育成するため、地域人材と交流

授業を設定した。 

(ｱ) １年生 チアダンス体験

児童の好きなこと、得意なこと、でき

ることを増やし、さまざまな活動に興味

を持つことを目的とした。授業では、児

童たちはプロのダンサーの振付を模倣

し楽しく踊ることができた。 

(ｲ) ４年生 ボッチャ体験

友達と互いに理解し、信頼し、助け合

うことを目的とした。はじめにパラリン

ピックの意味や歴史について学習した

後、ボールを狙った場所に置く難しさを

体感した。 

(ｳ) ５年生 グリーンキャンプ

児童が身近な集団に進んで参加し、

自分の役割を自覚し、協力して責任を果

たすことを通して、豊かな人間性の育成

を目標とした。 

すべての活動を充実させるために規

律を意識して行動する大切さを学び、互

いに励まし合いながら、係活動や次の利

用者を意識した清掃活動ができた。 

(ｴ) ６年生 夢先生の講演会・職業体験

講演会を通じて、児童に将来の夢や希

望を持ち、実現に向けて努力しようとす

る気持ちを育んだ。 

また、グルージャの試合会場準備を行

うことで、選手を支え試合を運営する側

の貴重な体験を得ることができた。 

(ｵ) ３年生 仙北のお祭りを調べよう

駒形神社の

祭りについて、

宮司様のお話

を伺い、児童の

関心を高めた。 

また、舟っこ

流しの舟の仕組

みや由来につい

て講師に質問し

ながら学んだ。 

(ｶ) 『すずかけの夢集会』での発表

第１部では東日本大震災への認識を

深め、 備える」ことの大切さについて

考えた。第２部では、１年間の活動を通

して、理想とする自己像にどれだけ近づ

けたかを振り返り、学年の代表者が、 す

ずかけの夢集会」で発表した。 
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イ 向中野小学校

(ｱ) 原敬塾

向中野小は、第19代内閣総理大臣原

敬の教え 宝積」を校訓に掲げ、児童

の心を耕し 宝積の心」の育成に注力

している。郷土の偉人でもある原敬の

生涯を学ぶことにより、原敬の価値観・

生き方・業績について理解を深め、自

己の振り返りや目標設定の機会として

いる。 

４年生 原敬の少年時代」 

４年生は、主に少年時

代の原敬を学んだ。原敬

が江戸時代に生まれた

こと、幼少期の名前（幼

名）が 健次郎」ということなどから始

まり、原敬の残した業績や生き方などに

ついて理解を深めた。 

５年生 原敬の職歴や業績」 

５年生は、郷土を大切にする心を養う

ため、原敬から学びを深めた。児童は、

原敬が大臣になるまでに沢山の仕事を

していたこと、不自由な人にお金を寄付

するなど社会貢献に尽力していたこと、

そして暗殺されたのは悲しいことでは

あるものの、最後まで偉大な人物であっ

たことなどについて感想を述べた。 

６年生 原敬の活躍と生涯」 

６年生は、４年生・５年生で学んで

きたことに加え、 人に尽くして見返り

を求めない」原敬の生き方について、改

めて考察した。学習発表会では、原敬の

活躍と生涯を劇で表現した。 

(ｲ) 仙北小鷹さんさを学ぶ（３年）

３年生は、総合的な学習の時間にお

いて 仙北小鷹さんさ」を学習した。保

存会の方々にご来校いただき、踊りの由

来や種類についてご教示いただいた。さ

らに、調べ学習等を通じて学習を深め、

踊りの成

果は次年

度の運動

会で披露

した。 

(ｳ) 夢の授業「ドリームマップ」（６年）

一日を通してすべ

ての時間を用い、児

童自身が自分とじっ

くり向き合い、自分

らしい夢を地図に広

げた。児童達は、自分にとって好きなも

の、ワクワクするものなど、様々な 素

材」を集めた。さらに対話を通して、な

りたい自分を思い描き、それぞれドリー

ムマップを作成した。 

授業の締めくくりとして、一人ひとり

がドリームマップを掲げ、皆の前で夢を

語った。６年生の夢や目標は、今後ます

ます膨らむであろう。 

(ｴ) 祈り・希望〜3.11希望のつどい〜

宝積委員会の児童が中心となり、震災

を 忘れない」こと、災害を自分事とし

て捉え 備える」ことなどを確かめ合っ

た。 

つどいの後半では、５年生代表児童

が総合的な学習の時間などで積み重ね

てきた学びの成果を発表した。また、事

前に将来の夢などを全校児童が書いた

 ゆめカード」を、学年代表が読み上げ

た。最後は全校で 花は咲く」を歌い、

祈りとともに希望あふれるつどいとし

た。 
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ウ 仙北中学校

(ｱ) １年生

１年生は、防災の現場に目を向け、

未来を変えるために解決すべき課題

を見つけ、自分の考えを発信しようと

する態度を養うことを目標としてい

る。 

【新聞の読み方・作り方講座】 

１年生では、復興学習、SDGsについ

て新聞を読んだり書いたりする際に

役立てるため、盛岡の各新聞社に所属

する新聞記者の皆さんを外部講師に

招いて講

座を開い

た。それぞ

れの教室

では、新聞

の読み方

（紙面の特徴・記事の配置・見出しの

付け方など）や記事の書き方、新聞社

や新聞記者の仕事の内容などについ

て話を聞いた。 

【いわての復興研修】 

(ｲ) ２年生

２年生は、いわ

てや身近な社会で

働く人々の仕事へ

の思いや、SDGsの

視点を通して、社

会貢献のあり方や

課題を学び、周り

と関わり合いなが

ら、自らの生き方

を考えようとする

態度を養うことを

目標としている。 

【未来図書館】 

【職場体験学習】 

２学年約 200 名

は、60以上の事業

所で体験を行っ

た。多くの方々の

好意に支えられ、

学習の機会を与え

ていただいたこと

に感謝しながら体

験することができ

た。 

(ｳ) ３年生

３年生は、いわての課題と身近な課

題を結びつけ、持続可能な社会の実現

のために、自分たちには何ができるの

か、行動化の手立てを考え、共に生き

る未来を創造しようとする態度を養

うことを目標としている。 

【修学旅行】 

【私の SDGs取り組み】「 【進路実現】 

【宿泊研修】 
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(2) キャリアパスポートの活用

小中連携のキャリア教育において、キ

ャリアパスポートは、児童生徒の学びを

小・中学校の９年間を通して系統的につ

なぐ中心的なツールとなる。学びの継続

性を確保し、児童生徒の自己理解を深め

るために、活用を工夫した。  

ア 小学校における活用

小学校では、キャリアパスポートを活

用して、児童が自分自身の個性や学びの

記録を蓄積し、将来への見通しを持つた

めの基礎を培うものと捉えている。仙北

中学校に進学する両校は、令和６年度か

らキャリアパスポートの様式を統一した。 

(ｱ) 年度ごとの振り返り

学期末や年度末に、学習活動や学校行

事、係活動などを振り返り、自分の成長

や変化を記録した。 

(ｲ) 「なりたい自分」を考える

学年の始まりと終わりに なりたい自

分」という視点から目標を立て、1 年間

の取り組みを振り返る機会を作った。 

(ｳ) 体験学習の記録
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イ 中学校における活用

中学校では、小学校からの記録を活用

して、より具体的に将来を展望する力を

養うことに重点を置いた。  

(ｱ) 自己評価と目標設定

教科の学習や部活動、行事などの活動

を通じて、自分の興味や関心、能力を深

く自己評価し、今後の課題や目標を立て

た。 

(ｲ) 学期、年度ごとの振り返り

自分の立てた目標を振り返り、将来の

生き方と今の生活について具体的に考え

た。さらに、進級時には目標の再設定を

した。 

(ｳ) 進路学習での活用【本紀要p.26参照】

３学年の特別活動では、単元の導入で

９年間のキャリアパスポートを振り返り、

自己理解を深めた。この活動では、生徒

は主に次の内容を考えた。 

生徒たちは、単元の学習を通して自己

成長を確認し、将来に向けた具体的な行

動計画を立てた。 また、自分の強みや課

題を認識し、改善点を見つけた。さらに、

自分の考えを他者に伝えることで将来の

目標や志望校について整理することにつ

なげた。 

ウ 小中間の連携を深める活用

(ｱ) 引き継ぎの円滑化

小学校の卒業時に児童を通じて中学

校へキャリアパスポートを引き継ぐこと

で、中学校の教師は入学前の生徒理解を

深めることができる。中学校区でキャリ

アパスポートの様式を揃えることにより、

中学校での活用が円滑となった。 

(ｲ) ９か年全体計画の策定

小・中学校が共通の視点を持ち、9年

間を見通したキャリア教育の全体計画を

共有することで、キャリアパスポート活

用においても一貫した指導を行った。 

５ キャリア教育の視点を位置づけた授業実

践交流 

(1) 研究１年次の授業実践交流について

研究１年次は、各学校で計画していた

校内研究会の実施を情報共有し、授業参

観や、研究会に参加した。また、授業実

践記録の様式を統一し、研究会終了後に、

キャリア教育の視点で授業実践の振り返

りや、実践内容を共有した。 

• 自分の得意なことや他者からの評価

• 小・中学校での努力や活動の振り返り

• 大切にしたい価値観や人間関係

• 自分の特徴や性格のまとめ
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ア 仙北小学校

(ｱ)１年算数科
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(ｲ)６年小学校外国語科 
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イ 向中野小学校

(ｱ)特別支援学級生活単元
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(ｲ)３年国語 
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ウ 仙北中学校の授業実践

(ｱ)2年数学
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(ｲ)全学年特別活動 



24 

(2) 研究２年次「仙北中学校授業交流会」

仙北中学校を会場に仙北小学校、向中

野小学校の教員が参集し、小中合同で仙

北中学校授業交流会を５月に実施した。

各校のキャリア教育の取り組みについて

全体会で交流した他、数学・理科・特別

活動・特別支援自立活動・音楽・技術・

保健体育の 7分科会において授業参観・

授業研究会を実施した。小中共通事後ア

ンケートには、スクールエンジンを活用

した。 

ア 授業実践

(ｱ) ２年音楽

(ｲ)１年数学 
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(ｲ)１年数学 
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(ｳ)3 学年特別活動 
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イ 授業交流会の振り返り

【参加者の感想より】 

・普段の授業をキャリア教育の視点で

捉え直し、実践することで、すべての

教科や領域でキャリア教育の効果的

な実践が可能であることを実感した。 

・授業においては、生徒が自己決定する

こと、他者の考えを受け入れること、

よりよい解決策を見いだすこと、自分

自身について抵抗なく話すことなど

経験させることが、総合生活力の 豊

かな心」の育成につながると再確認し、

授業改善の重要性を認識した。 

・キャリア教育は、 生活とのつながり」

 自立的に学ぶこと」 自分の生き方

への希望」が、３つのポイントである

と感じた。 

・キャリア教育は特別なことを行うの

ではなく、日常的な授業や活動を充実

させることが、三つの資質能力の育成

（ 生きて働く知識及び技能の習得」

 未知の状況にも対応できる思考力、

判断力、表現力等の育成」 学びを人

生や社会に生かそうとする学びに向

かう力・人間性等」）につながること

を再確認した。より主体的対話的で深

い学びを実現する授業改善が常に必

要であると感じた。 

・９年間を見据えたキャリア教育のゴ

ールの姿となる授業をもとにした実

践交流会は、児童生徒の発達段階や系

統性についての認識を深め、小中学校

間で協働できることも含め、今後取り

組むべきことを再考する貴重な機会

となった。

・数値では表れない児童生徒の成長が

自覚できるキャリアパスポートを題

材とした授業から、その効果的な活用

について小中学校間で連携して検討

する必要性を感じた。 

６ キャリア教育の視点を踏まえた小中交 

流事業 

(1) 小中あいさつ運動

年に３回、中学校のリーダーがそれ

ぞれの小学校を訪問し、小学校のリー

ダーと共に合同であいさつ運動を実施

した。 

【感想の一部】 

・元気にあいさつを返してくれてうれ

いかった。普段からあいさつを大切に

していきたい。

・改めて心を込めてあいさつをするこ

との大切さを学んだ。

・今回の活動を通して、普段から 自分

から先に」あいさつをしたいと思うこ

とができた。 

向中野小学校では、中学生の自主的な

あいさつを参考に ＭＡＨ」の活動を実施

した。 ＭＡＨ」とは、 向中野あいさつひ

ろめ隊」の略で、できる人ができる時にや

るという考え方に基づいている。 

仙北小学校では、小中あいさつ運動を

契機とし、児童会執行部が全校集会で気

持ちの良いあいさつを行うことを呼びか

ける劇を上演した。この活動が学年のあ

いさつ運動へと発展し、児童はあいさつ

に課題意識を持ち、積極的に取り組むよ

うになった。 

「仙北中学校では毎月、生徒会執行部の

呼びかけで、専門委員会や各学級が昇降

口前であいさつ運動を実施している。 



28 

（2）「メディア視聴利用のルール」の見直し 

７年前、三校のＰＴＡにおいてルール

策定が実施された。今回、児童会・生徒会

がこれまでのルールを精査し、主体的に

啓発活動を行い、ルールの遵守を促進す

ることとした。ＰＴＡの役員会において

も、ご意見を賜り、児童・生徒、保護者、

学校関係者の三者で共有し、各々の問題

意識として捉えたルールとなった。 

メディア視聴利用のルールの末尾には、

メディアの利用に関する責任の第一義

は保護者です。見守りとご指導をよろし

くお願いします。」というコメントを､中

学校区の校長からのお願いとして付記し

た。 

【令和６年度】 

〈１学期〉児童会・生徒会で見直し 

〈２学期〉精査結果を職員・全校生徒で確 

認･承認。ＰＴＡ役員で確認･承認。 

〈３学期〉 メディア視聴利用のルール」の

再確認。保護者への協力・依頼。

生徒会執行部が メディア視聴利

用のルール」に基づき「 仙北中学

区ＳＮＳマナーアップ宣言」を作

成。小学校にも呼びかけを行い、

同一内容で取り組むことにした。

また、 メディア視聴利用のルー

ル」 仙北中学区ＳＮＳマナーア

ップ宣言」を地域の方々にお知ら

せした。 

【令和７年度】 

・４月に児童会・生徒会が「 メディア視聴

利用のル-ル」 仙北中学区ＳＮＳマナー

アップ宣言」の啓発活動を実施した。

ＰＴＡ総会においても再確認した。 

・三者面談で メディア視聴利用のル―

ル」 仙北中学区ＳＮＳマナーアップ宣

言」 盛岡市の５か条のスマホルール」

の確認を毎回行っている。 

・新年度開始時に メディア視聴利用のル

ール」に関する授業を実施している。ま

た、年に数回、外部講師を招き、情報モ

ラル教室を開催しながら、SNSトラブル

への予防策や、安全な生活習慣の構築に

ついて、教育し、ルールの周知徹底を図

っている。 

「(3)小中交流会 

昨年度は1月29日に中学校1年生の

リーダーたちが小学校を訪問し、小学
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校６年生に中学校の紹介を行った。事

前に 仙北中学校紹介及び小学生への

メッセージ」を 1 年生全員が書き、全

員分を綴り、小学生に読んでもらえる

ようにした。今回は紹介の中に、１学年

行事の 震災復興研修会」も入れた。中

学校では１年生の集会時に小中交流会

の報告会を開き、全員で共有を図った。 

○小学生の感想○

・分かりやすく中学校生活について教え

ていただきありがとうございました。

中学生の話を聞いて、安心して中学校

生活を送れることが分かりました。中

学校生活が楽しみになりました。

・引き込まれる話し方で夢中になって聞

きました。内容が分かりやすかったの

で、中学生になる準備をこれから少し

ずつやっていけそうです。

○中学生の感想○

とても有意義な時間だった。小中交流

会に行き、先輩としての気持ちを深める

ことができた。真剣に話をいてくれた６

年生のみなさんの不安が少しでもなく

なってほしいと思う。今後お手本になれ

るような先輩でいたい。 

Ⅶ 研究の成果と課題 

１ 成果 

・９年間を見通したキャリア教育全体計画

の策定により、９年間のキャリア形成の

全体像を把握し、発達段階に応じた指導

が可能になった。また、体験活動のみなら

ず日常の活動や教科等、キャリア教育の

視点をもって指導に当たることができた。 

・小学校６年生は中学校段階への移行を見

据えた自己の生き方について深く考える

機会となる体験学習を実施できた。また

中学校段階では、社会全体への視野を広

げる体験学習や職場体験を通じて、現実

の社会について学ぶ機会を提供し、発達

段階に応じた連続的な 人生設計力」を育

成することができた。

・小中あいさつ運動は、基本的生活習慣につ

ながるあいさつへの意識向上に寄与し、

小学校と中学校のリーダー交流の機会を

提供した。 

・ メディア視聴利用のルール｣や マナーア

ップ宣言」に関する呼びかけや、教室や校

舎内への掲示を通じて、情報モラルや健

康面への配慮等ルール遵守の重要性を意

識する児童生徒が増加しているように感

じられる。

・小中交流会を通し、異学年間の児童・生徒

と交流を促進し、より良い人間関係の育

成に寄与した。中学校生活への不安を抱

える小学６年生が、卒業した 先輩」から

聞くことにより、安心感を得ることがで

きたと考えられる。中学１年生にとって

は 先輩」としての自覚を持ち、中学２年

生への進級に向けた心構えを構築する機

会なった。また、小中交流会の内容を中学

1 年生全員で共有できたことも意味深い

ものだった。今後も様々な活動が一部の

児童生徒に偏らないように、引き続き意

識して取り組んでいきたい。 

・キャリアパスポートにおいては、教員や保

護者が丁寧なフィードバックの提供と、

対話的な関与により、児童生徒の自己肯
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定感の向上、自己変容の自覚の促進、振り

返りの質の向上が確認された。 

・教員がキャリア教育の視点を有すること

で、キャリアカウンセリングは個別の支

援（自己理解の促進、進路実現に向けた計

画の吟味、目標設定と計画など）に特に有

効な手段となった。 

・指導する側の教師のみならず、児童生徒に

もキャリア教育の視点を意識させながら

日々の授業等を実施することが重要であ

ることが明らかになった。 

２ 課題 

・キャリア教育の視点を持った活動は、自己

の在り方や生き方を考え、児童生徒が成

長を実感できるため、教師側が褒めるこ

とや見通しをもって活動するように仕掛

けること等、意識的な取り組みの継続が

必要とされる。 

・本研究を通して、３校の連携を深めること

ができた。メディアルールについては、仙

北中学校区の学校・地域・家庭の三者間で

共有が実現した。 めざす子ども像」を各

校の CS や PTA を通じて共有することで、

より一層のキャリア教育に対する理解と

協力の促進が期待される。 

・キャリアパスポートの活用に関しては、２

つの点について検討が必要である。１つ

目は、ICTの活用である。仙北中学校の新

入生は、約200名「（７～学学級）に上る。

キャリアパスポートファイルは大量の段

ボール箱で運搬され、仕分け作業にも多

くの時間を要している。9年間の記録をデ

ジタル化することで、管理や引き継ぎの

負担を軽減し、振り返りを容易にする方

法の検討が求められる。２つ目は、児童・

生徒にキャリアパスポートを活用させる

時間の確保である。キャリアパスポート

を形骸化させないよう、 振り返りや教員

からのフィードバックの時間を確保する

ことが重要である。 

・キャリア全体計画に情報活用能力を統合

し、各校において情報活用能力の育成を

目的とした計画を策定した。今後、この計

画に基づき、情報活用能力の育成につい

て考えていきたい。 

３ おわりに 

今回の研究を通して、今後より一層、児童

生徒のキャリア形成と自己実現に向けて、

特別活動を要とし、各教科・道徳・総合的な

学習の時間、行事等、全ての教育課程を通じ

て、主体的な意思決定を重視する活動や振

り返りを通すことが重要であると感じた。

そして自己存在感や自己肯定感を向上させ

ること及び、自分を高める力、自分と向き合

う力、他者とつながる力を育成することが

キャリア教育に繋がることも分かった。こ

れからも仙北中学校区として、児童生徒一

人ひとりが、自分の命を大切にし、何事にも

前向きに取り組み、広い視野を持って進ん

でいこうとする子ども達を育成し、児童生

徒と共に教職員も、 自立貢献」できる大人

を日々めざしていきたいと思う。 
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